
夏の風物詩、 セミの鳴き声

子どものころ、 真っ黒になりながら、 昆

虫網を片手に必死に追いかけた記憶。

皆さんはどうでしたか。 暦のうえでは

暑さが和らぐという意味の「処暑」。 耳

を澄ますと、 どこからか秋を告げるセミ

の声が聞こえてくる季節となりました。
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■ 中学生職場体験リポート ･････ p.2～3

■ 地域防災力 ･････ p.4～7

■ 坪井市長　就任あいさつ ･････ p.17

Headline  News

市メールマガジンは、 市からのお知らせや

イベント、 選挙速報など生活に役立つ身

近な情報をメールでお届けしています。 二

次元バーコード対応の携

帯電話をお持ちの方は、

㊨登録用 QR コードを読

み取り、 ご登録ください。

最新情報やイベントなどを
メールマガジンでお届け !!



職場体験レポート

8月4日・5日、市役所の情報広報課広

報係で職場体験をした霞ヶ浦中学校2

年久保庭悠輔君が、同日に職場体験を

している仲間の様子を取材しました。

霞ヶ浦保育園

霞ヶ浦保育園で生徒5人が職

場体験を行いました。参加し

た生徒の中には「保育士になる

ことが夢なので、保育園での

職場体験を希望しました」と笑

顔で話してくれました。体験

した生徒は「仕事は思っていた

より大変でしたが、賑やかで

楽しかった」と感想を話してく

れました。

ペットサロン＆ホテルアペリア

アペリアで生徒1人が職場体

験を行いました。参加した生

徒は「トリマーになるのが夢な

ので、ペットサロンでの職場

体験を希望しました」と話して

くれました。体験してみて「知

らないことが多くて大変でし

たが、犬が大好きですし、か

わいいので楽しい」と感想を話

してくれました。

セイミヤかすみがうら店情報広報課広報係 白井建築

市の広報誌作成やホームペー

ジを管理している市役所の情

報広報課広報係で職場体験を

しました。2日間、カメラとメ

モ帳を手に取材に行きました。

「初めての一眼レフカメラでの

撮影とインタビューがとても緊

張しました。また、取材したこ

とを記事にするのに苦戦しまし

た」と感想を話してくれました。

白井建築で生徒2人が職場体

験を行いました。職場体験で

は、釘打ちやCAD設計、材料

仕上げを体験しました。体験

した生徒は「初めての体験ば

かりで緊張したし、作業も難

しかったですが、楽しくでき

ました」「CAD設計が一番いい

経験になりました」と感想を話

してくれました。

セイミヤで生徒2人が職場体

験を行いました。生徒は、青

果コーナーとパン屋に分かれ、

各々包装作業などを体験しま

した。参加した生徒は「一見簡

単そうだったが、やってみる

と大変なことがわかった」「今

回の職場体験が、とてもいい

経験になりました」と感想を話

してくれました。

生徒が自らの　　　を考える
～中学生職場体験～

生き方

将来

自覚
希望夢

経験

自己の理解を深め、職業の実像をつかみながら、望ましい勤労観、職業観を身に付けることができる。

学校の学習と職業との関係についての理解を促進することができる。 

異世代間も含めたコミュニケーション能力の向上が図れる。 

実際的な知識や技術を学ぶことができる。 

社会的なルールやマナーを体得することができる。

地域や事業所に対する理解を深め、地元への愛着や誇りを持つことができる。

≪生徒にとっての意義≫

市内3中学校では、生徒たちに望ましい勤労観・職業観を育て、自分の将来について考えることができる力を育成す

るために、職場体験学習を実施しています。

職場体験は、生徒が直接働く人と接することや実際的な知識や技術・技能に触れることを通して、学ぶことの意義や

働くことの意義を理解し、生きることの尊さを実感させることが目的です。また、生徒が主体的に進路を選択決定す

る態度や意志、意欲などを培うことのできる教育活動として、重要な役割を担っています。

かすみがうら3 2かすみがうら



命

地
域
防
災
力
が

　
　
多
く
の

を

  

救
う

　

実
際
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
の
は
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
守
る「
自
助
」が
防
災
の
基
本
に
な
り
ま
す
。
非
常
持
出
し
品
の
準
備
や
家
屋
の
耐
震

改
修
、
家
具
の
固
定
な
ど
身
の
ま
わ
り
の
安
全
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
や
県（
警
察
含
む
）や
自
衛
隊
、
防
災
機
関
な
ど
が
全
力
で
災
害
救
急
活
動「
公
助
」

を
行
い
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
活
動
に
限
界
が
で
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

場
合
に
は
、
何
よ
り
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
互
協
力「
共
助
」が
必
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
、
地
域
住
民
で
協
力
し
て
す
ば
や
く
行
動
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
安
全
室（
千
代
田
庁
舎
）

自
主
防
災
組
織
と
は

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」と
い
う「
共
助
」の
精

神
に
基
づ
き
、
地
域
の
人
々
が
自

発
的
に
防
災
活
動
を
す
る
組
織
で

す
。
自
主
防
災
組
織
は
、
通
常
は

地
域（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
自
治
会
、

行
政
区
単
位
ま
た
は
小
学
校
区
単

位
な
ど
）で
、
組
織
さ
れ
ま
す
。
災

害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
後
の
避

難
所
の
運
営
や
復
旧
活
動
に
も
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
役
割

【
平
常
時
】

　

災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動

▼
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

　

�　

災
害
時
に
自
主
防
災
組
織
が
効

果
的
に
活
動
し
、
災
害
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
地
域
住
民
が
防
災
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
と
ら
え
て
、
継
続
的
に
防
災
知

識
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

▼
地
域
内
の
安
全
点
検

　

�　

地
域
の
危
険
な
場
所
や
防
災

公共機関による

「公助」

共に助け合う

「共助」

自らを助ける

「自助」

設
備
、
避
難
所
の
場
所
お
よ
び
避

難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▼
防
災
訓
練

　

�　

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
繰
り
返
し
訓
練

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
災
害
時
】

　

�

人
命
を
守
り
、
被
害
の
拡
大
を
防

ぐ
た
め
の
行
動

▼
初
期
消
火

　

��　

大
規
模
な
地
震
発
生
時
に
は
、

火
災
の
同
時
多
発
や
建
物
の
倒
壊

や
停
止
車
両
な
ど
に
よ
る
消
防
車

の
通
行
不
能
道
路
の
発
生
に
よ
り
、

通
常
の
火
災
よ
り
も
消
防
活
動
が

制
限
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
出
火
し

た
場
合
は
、
自
主
防
災
組
織
が
中

心
と
な
っ
て
初
期
消
火
や
延
焼
防

止
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
避
難
誘
導

　

�　

避
難
準
備(

要
援
護
者
避
難)

情
報
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が

自
分
の
地
域
に
出
た
ら
、
速
や
か

に
住
民
に
知
ら
せ
、
避
難
し
ま
す
。

　

�

避
難
場
所
な
ど
は
、
市
発
行
の「
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
救
出
・
救
助

　

�　

大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、

建
物
の
倒
壊
や
家
屋
の
転
倒
に
よ

り
、
多
く
の
負
傷
者
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
倒
壊
物
や
ガ
レ

キ
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
、
資

機
材
を
使
用
し
て
救
出
に
あ
た
る

ほ
か
、
負
傷
者
に
は
、
応
急
手
当

な
ど
を
行
い
、
病
院
へ
搬
送
す
る

な
ど
の
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▼
情
報
の
収
集
・
伝
達

　

�　

的
確
な
応
急
対
策
を
と
る
た
め

に
は
、
市
や
消
防
機
関
か
ら
の
災

害
情
報
や
指
示
を
住
民
に
正
確
か

つ
迅
速
に
伝
え
、
自
分
た
ち
の
地

域
の
被
害
状
況
や
避
難
状
況
を
収

集
し
、
市
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
避
難
所
の
運
営

　

�　

避
難
所
は
、
地
域
で
生
活
す
る

住
民
が
主
体
に
な
る
こ
と
が
望
ま

し
く
、
避
難
所
に
集
ま
る
自
主
防

災
組
織
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

　

平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た

人
の
う
ち
、
消
防
な
ど
の
公
的
機

関
の
救
助（
公
助
）に
よ
る
も
の
は

わ
ず
か
2
％
で
、
多
く
は
、
自
力

ま
た
は
家
族
や
隣
人
な
ど
の
地
域

住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
発
生
後
早
い
段
階
で
の
救
助

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
出
火
の
防
止
、

初
期
消
火
、
災
害
情
報
の
収
集
伝

達
、
避
難
誘
導
、
被
災
者
の
救
出
・

救
護
、
応
急
手
当
な
ど
、
地
域
単

位
の
自
主
的
防
災
活
動
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
役
割
を
担
う

組
織
が「
自
主
防
災
組
織
」で
す
。

助
う
合け

成城台消防訓練

市防災訓練時の避難訓練

防災 の 日

9月1日

いま一度防災について

考えてみましょう
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結
成

　

逆
西
区
自
主
防
災
組
織
は「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

り
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
く
」と
い

う
助
け
合
い
の
精
神
の
下
、
平
成

12
年
に
結
成
し
ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、
有

事
に
近
所
・
地
域
ぐ
る
み
で
助
け

合
う
こ
と
が
自
然
に
で
き
、
ま
た
、

災
害
へ
の
危
機
管
理
意
識
を
住
民

が
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
か

ら
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

毎
年
防
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
は
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
と
、

消
防
署
の
方
を
招
き
、
初
期
消
火
、

消
火
器
・
消
火
栓
の
取
り
扱
い
な

ど
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
講
習
会
へ
参
加
す
る
な

ど
、
防
災
の
意
識
向
上
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
個
人
や
各
家
庭
で
は
な
か
な

か
実
行
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
家

屋
な
ど
か
ら
救
出
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
地
域
の
人
々
の
手
に
よ
る
も

の
が
9
割
以
上
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
一
人
で
は
小
さ
な

力
で
も
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
で

助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
大

逆西区自主防災組織　会長　井坂勝美

QA

結
成
に
あ
た
っ
て
の

＆

Q�

自
主
防
災
組
織
の
体
制
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

A�　

通
常
は
、
会
長
、
副
会
長
を
中

心
に
初
期
消
火
班
、
救
出
救
護
班
、

情
報
収
集
伝
達
班
、
避
難
誘
導
班
、

物
資
調
達
班
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
活
動
内
容
や
必
要
人
数
な
ど

は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
ま
た

訓
練
の
成
果
・
反
省
を
通
じ
て
決

め
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
構
成
を

固
定
し
た
も
の
に
せ
ず
、
臨
機
応

変
に
運
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

Q�

私
の
地
区
で
は
町
内
会（
自

治
会
）の
一
部
と
し
て
自
主
防

災
会
を
置
き
た
い
の
で
す
が
、

独
自
の
規
約
な
ど
は
必
要
で

す
か
？

A�　

自
主
防
災
会
が
自
治
会
の
組
織

の
一
部
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
場

合
、
自
治
会
の
規
則
で
防
災
会
に

つ
い
て
記
述
し
て
い
て
も
、
自
主

防
災
会
の
規
約
は
独
自
に
制
定
し

ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
主
防

災
会
は
組
織
・
事
業
活
動
と
も
大

が
か
り
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、

自
治
会
組
織
本
体
と
は
別
に
、
設

置
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

か
ら
で
す
。
ま
た
、
会
計
に
つ
い

て
も
同
様
に
本
会
の
一
般
会
計
と

は
別
処
理
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

Q�
広
く
住
民
が
参
加
し
て
い
る

自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例

な
ど
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

A�　

難
訓
練
や
簡
単
な
消
火
訓
練
、

防
災
関
係
職
員
に
よ
る
講
習
会
の

開
催
な
ど
が
一
般
的
な
活
動
で
す

が
、
そ
れ
以
外
に
比
較
的
簡
易
で
、

ど
こ
で
も
取
り
組
め
そ
う
な
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　
◦�

要
援
護
者
宅
の
家
具
の
固
定
作
業

　
◦�

家
庭
か
ら
出
る
不
要
品
の
中
か

ら
備
蓄
品
と
し
て
使
用
で
き
る

も
の
を
仕
分
け
し
、
防
災
倉
庫

で
保
管

　
◦�

児
童
生
徒
も
参
加
し
て
、
通
学

路
や
避
難
所
ま
で
の
安
全
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
の
作
成
と
図
上
訓
練

　
◦�

要
援
護
者
宅
へ
の
定
期
的
な
声

か
け
と
要
望
の
聞
き
取
り

　
◦�

応
急
手
当
普
及
の
た
め
の
講
習

会
の
実
施
ま
た
は
集
団
で
参
加

　

�

　

�　

全
国
的
に
は
比
較
的
大
が
か
り

で
継
続
し
て
い
る
活
動
例
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
取
組
方
法
を

見
る
と
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、福
祉
活
動
、

環
境
保
護
活
動
、
防
犯
活
動
、
地

域
の
お
祭
り
な
ど
多
く
の
住
民
が

集
ま
る
機
会
を
捉
え
、
そ
こ
に
防

災
活
動
を
組
み
込
ん
で
い
る
例
が

目
立
ち
ま
す
。

①
ま
ず
話
し
合
い
を

　

�　

行
政
区
や
自
治
会
な
ど
で
自

主
防
災
組
織
の
必
要
性
や
ど
の

範
囲（
地
域
）を
対
象
と
す
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う

の
か
、
ど
の
よ
う
な
組
織
に
す

る
の
か
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

②
市
へ
の
相
談

　

�　

市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
説

明
会
の
ほ
か
、
組
織
結
成
方
法

や
規
約
の
つ
く
り
方
な
ど
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
結
成
に
つ
い
て
地
域
の

同
意
を
得
る

　

�　

行
政
区
や
自
治
会
の
総
会
な

ど
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す

る
こ
と
の
同
意
を
得
ま
す
。

④
市
へ
の
認
定
申
請

　

�　

自
主
防
災
組
織
結
成
後
、
市

へ
申
請
書
と
必
要
書
類
を
提
出

し
ま
す
。
提
出
し
、
認
定
後
、

年
間
の
活
動
費
な
ど
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す（
た
だ
し
、

結
成
届
出
書
提
出
の
次
年
度
よ

り
交
付
と
な
り
ま
す
）。

◆
年
間
補
助
金

　

2
万
円（
平
成
26
年
度
現
在
）

 

結
成
方
法

市 

で
は「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
と「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
、
全
家
庭
に
配
付

し
ま
し
た
。
い
ま
一
度
、
避
難
場

所
や
危
険
地
帯
な
ど
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
紛
失
さ
れ
た

方
は
、
千
代
田
庁
舎
・
霞
ヶ
浦
庁

舎
・
中
央
出
張
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

<

ト
ッ
プ
→
く
ら
し
→
防
災
・
救

急>

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
身
近
な
場

所
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

「
防
災
マ
ッ
プ
」

お
持
ち
で
す
か
？

▲防災ハンドブック

　（平成 26年 3月発行）▲防災マップ（平成 26年 2月作成）

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
声
を
掛
け
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
地
域
の
人

た
ち
と
の
関
係
を
深
め
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

今
後
、
大
規
模
な
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
、
自
主
防
災
組
織
と

し
て
何
よ
り「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
、
地
域
で
守
る
」と
い
う
自
助

と
共
助
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
、さ
ら
な
る「
備
え
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
力
で
災
害
に
強
い

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

かすみがうら 6かすみがうら7
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下 
水
道
は
、
市
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
重
要
な
都
市
基
盤
で

あ
り
、
河
川
や
霞
ヶ
浦
な
ど
の
公
共

水
域
の
水
質
保
全
な
ど
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

昭
和
48
年
に
霞
ヶ
浦
湖
北
流
域
下

水
道
事
業
に
加
入
し
、
市
街
化
区
域

を
中
心
に
昭
和
51
年
か
ら
公
共
下

水
道
事
業
に
着
手
し
、
昭
和
57
年
か

ら
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
61
年
か
ら
農
業
集
落
排
水
事

業
に
着
手
し
、
現
在
８
地
区
が
完
了

し
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
と
併
せ
て
、
高
度
処
理
型
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
普
及
促
進

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
汚

水
処
理
の
整
備
促
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
供
用
区
域
内
の
水
洗
化
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
業
集
落
排
水
処
理
既
成
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
や
高
度
処

理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に

も
取
り
組
み
、
水
洗
化
率
の
向
上
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
地
下
に
隠
れ

て
い
る
下
水
道
で
す
が
、
気
付
か
な

い
と
こ
ろ
で
下
水
道
は
こ
ん
な
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

▼
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
で
使
っ
た

水
や
し
尿
な
ど
の
汚
水
は
下
水
道
管

台所17g 
[40%]

風呂 9g 
[21%]

洗濯など 4g 
[9%]

し尿13g
 [30%]

を
流
れ
、
下
水
処
理
場
に
集
め
ら
れ

て
浄
化
さ
れ
ま
す
。
台
所
な
ど
か
ら

の
汚
れ
た
水
を
下
水
道
に
流
せ
る
よ

う
に
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
や

悪
臭
の
発
生
が
防
げ
、
ま
ち
が
清
潔

に
保
た
れ
ま
す
。

▼
き
れ
い
な
水
辺
を
つ
く
る

家
庭
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚

水
な
ど
は
、
下
水
管
を
通
っ
て
下
水

処
理
場
に
送
ら
れ
、
き
れ
い
な
水
に

処
理
し
て
か
ら
川
や
海
へ
流
す
の
で
、

川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

H21 H22 H23 H24

出典 ▼環境省「生活雑排水対策推進指導指針」

 水 質汚濁の主な原因は、 家

庭から出る生活排水で、 全

体の 70% です。 なかでも台所から

でる水がもっとも大きな割合（40%）

を占めています。 下水道は、 私たち

の大切な財産です。 下水道施設が

その機能を十分に発揮できるよう、

下水道を正しく使うことが大切で

す。 そして、 生活排水による水質

汚濁を防止し、 水源をきれいに保

つためには、私たち一人ひとりの日々

の心がけが大切になってきます。 下
水
道
の
現
状
と
課
題

BOD ▼ �水の汚れを表す指標のひとつで

数値が大きいほど汚れていること

を表します。

知っていますか？9月10日「下水道の日」

私たちが使い汚れた水は、

下水道管を通って、 下水処理場へ

浄水場できれいになった水道は、

私たちの家庭や工場へ

降った雨は、 地表を流れ川へ

流れたり、 地下に浸水します

生活排水の中の汚れの割合

生活雑排水

30g　[70%]

汚水処理人口普及率（%） ▼各年度 3 月31日現在

下水処理場

下水処理場できれいに

なった水は、 川や海へ

浄水場

海や海上から蒸発した水が

雲をつくって雨になります

84.2

83.3

83.7

85.7

排 

水
施
設
が
整
備

さ
れ
た
区
域
の
皆

さ
ん
が
、
多
く
接
続
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
川
や
水
路
、

湖
な
ど
が
き
れ
い
に
な
り
、

よ
り
住
み
や
す
い
生
活
環

境
に
な
り
ま
す
。
排
水
施

設
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の

方
は
、
台
所
や
風
呂
、
ト

イ
レ
な
ど
か
ら
排
水
を
宅

地
内
に
設
置
し
て
あ
る
公

共
マ
ス
へ
直
接
流
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
宅
地
内
か
ら
公
共
マ

ス
へ
の
接
続
工
事
は
個
人
負
担
と
な

り
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
工
事
は
、

「
か
す
み
が
う
ら
市
排
水
設
備
指
定

工
事
店
」以
外
で
は
、
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
排
水
設
備
工

事
を
行
う
に
あ
た
り
、
工
事
資
金
の

借
入
利
子
分
の
補
助
な
ど
の
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
下
水
道
課（
霞
ヶ

浦
庁
舎
）へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下水道・農業集落排水に接続を!

川から海へ

トイレには水に溶けや
すいトイレットペーパー
以外のティッシュペー
パーや紙オムツなどは
流さないでください。

雨水ますに落ち葉や
ごみ、 空き缶などを
捨てないでください。

お風呂の水口に髪の
毛を流さないでくださ
い。 目皿にたまった
髪の毛などは歯ブラ
シなどで取りましょう。

油類を流すと、 排水
管に付着して固まって
しまいます。 油は紙
でふき取って燃えるゴ
ミとして捨てましょう。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

下
水
道
の
役
割

↑トイレが水洗化されると嫌な臭いがなくなります。

下水道が整備されることで衛生的で

快適な暮らしができるようになります。

↑水質悪化を防止し、豊かな自然環境を守り、

衛生的な街づくりにも役立ちます。

茨城県の汚水

処理人口普及

率は、 79.3%
（平成24 年）

ちなみに

かすみがうら市

い　つも滞りなく機能するのが当たり前の下水道。 下水道

は、 私たちの快適な生活を支えるために、 守られ、 維

持管理されています。 事故を未然に防止するために、 下水

道管やマンホールなどの清掃や点検、 修繕を行っています。

正しく使えば、 下水道管や下水処理場が楽になり、 維持管

理コストの削減にもつながります。 問 下水道課（霞ヶ浦庁舎）

暮らしの中の
身近な下水道

水は「循環」しています

水が形を変え、 地球上を巡ること

を「水の循環」と言います。 つまり、

私たちが使っている水は、 地球上

を繰り返し循環しているんだね。



[

自
動
交
付
機
の
廃
止]

霞
ヶ
浦
庁
舎
と
中
央
出
張
所
の
自
動
交
付
機

が
9
月
28
日
日
で
廃
止
と
な
り
、
10
月
5
日
日

か
ら
毎
週
日
中
央
出
張
所
で
代
替
業
務
を
行
い

ま
す
。
開
庁
時
間
は
、
午
前
8
時
半
～
午
後

5
時
15
分
で
す
。

取
扱
業
務

住
民
票
謄
抄
本
・
戸
籍
謄
抄
本
・

身
分
証
明
書
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
軽
自
動
車
住
所
証
明
書
の
交

付
／
印
鑑
登
録
・
廃
止

㊟�

戸
籍
謄
抄
本
は
、
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
を
除
く
。

印
鑑
登
録
・
廃
止
は
、
官
公
署
発
行
の
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
た
本
人
に
限
る
。

[

印
鑑
登
録
証
が
新
し
く
な
り
ま
す]

9
月
29
日
月
か
ら
、
新
し
い「
印
鑑
登
録
カ
ー

ド
」に
な
り
ま
す
。再
登
録
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

㊟�

現
在
、
使
用
し
て
い
る「
市
民
カ
ー
ド
」「
住

民
カ
ー
ド
」「
印
鑑
登
録
手
帳
」や
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
に
印
鑑
登
録
証
の
利
用
申
請
さ

れ
て
い
る
方
は
、
継
続
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

問 

市
民
課（
千
代
田
庁
舎
）

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴
う
業
務
の
一
部
変
更

無
料
税
務
相
談［ 

要
予
約 

］

日
時

9
月
２
日
火
・
11
日
木
・
18
日
木

午
後
1
時
～

場
所
　
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部（
土
浦
市
）

問 

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

☎ 

０
２
９
（
８
２
４
）
５
０
５
５
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窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
延
長

千
代
田
庁
舎
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付
や

納
税
相
談
な
ど
の
一
部
事
務
の
窓
口
を
延
長
し

て
い
ま
す
。

日
時
　　
毎
週
木
午
後
7
時
ま
で

延
長
窓
口
　
税
務
課
・
国
保
年
金
課

納
税
推
進
課

市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111お知らせ - information -

▼空気中の放射線濃度

▼ 8 月5日火測定

下大津小学校 0.12 上佐谷小学校 0.08

美並小学校 0.09 下稲吉小学校 0.08

牛渡小学校 0.08 下稲吉東小学校 0.11

佐賀小学校 0.09 霞ヶ浦中学校 0.13

安飾小学校 0.09 千代田中学校 0.11

志士庫小学校 0.10 下稲吉中学校 0.11

宍倉小学校 0.10 神立幼稚園 0.09

志筑小学校 0.09 くりのみ自然幼稚園 0.07

新治小学校 0.13 千代田庁舎 0.07

七会小学校 0.08 霞ヶ浦庁舎 0.08

▼ 8 月6日水測定

わかぐり保育所 0.10 霞ヶ浦保育園 0.07

やまゆり保育所 0.10 プルミっこ保育園 0.06

さくら保育所 0.12 千代田保育園 0.08

第1 保育所 0.10 やまゆり館 0.10

のぞみ保育園 0.12 あじさい館 0.11

美並未来みなみ保育園 0.08

▼ 8 月1日金測定

桜塚公園 0.13 第1常陸野公園 0.10

逆西第1児童公園 0.10 歩崎森林公園 0.11

フルーツ公園通り 0.10 あゆみ庵・民家園 0.09

稲吉ふれあい公園 0.11 歩崎公園 0.08

大塚ファミリー公園 0.12 農村環境改善センター 0.12

第 2 常陸野公園 0.09 富士見塚古墳公園 0.10

多目的運動広場 0.12 雪入ふれあいの里公園 0.10

戸沢公園運動広場 0.10 三ツ石森林公園 0.09

わかぐり運動広場 0.11

単位 ▼マイクロシーベルト／時間

測定地点 ▼中学校以上 1.0m ／その他 0.5m

㊟測定結果は、 HP にも掲載しています。

問 環境保全課 ・ 観光商工課

問 生涯学習課　☎  029-897-0511

マナビィかすみがうら

[ 新しい出会い ・学ぶ楽しさ ]  

後期講座の受講者受付が 9 月12

日金から始まります。 料理やパソコ

ン、 各種手作り講座など約 37 講

座を開講予定です。 詳しくは、 「マ

ナビィかすみがうら」をご覧になり、

各担当機関へお申し込みください。

困
り
ご
と
相
談
会

身
近
な
暮
ら
し
の
相
談
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
7
日
日
午
前
9
時
半
～

場
所
　
茨
城
県
産
業
会
館（
水
戸
市
）

問 

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎ 

０
２
９
（
２
２
６
）
３
２
９
６

秋
の
読
書
週
間
作
品
募
集

健
康
教
室
な
ど[

要
予
約]

読
書
感
想
文（
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
）や
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

�

作
品
に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢

❹
性
別
❺
電
話
番
号
❻
勤
務
先

な
ど
を
明
記
し
、
図
書
館
に
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

10
月
2
日
木

問 

図
書
館 

☎ 

０
２
９
（
８
９
７
）
０
６
４
７

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た「
さ
ら
に
元
気

な
日
常
生
活
」を
送
る
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

[

膝
痛
予
防
改
善
体
操]

日
時

9
月
24
日
水
・
10
月
1
日
水
・
6
日
月
・

15
日
水
・
22
日
水
・
29
日
水

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
半

場
所

や
ま
ゆ
り
館

申
込
期
間

9
月
1
日
月
～
16
日
火

[

介
護
予
防
講
座]

日
時

9
月
22
日
月
・
30
日
火
・

10
月
7
日
火
・
14
日
火
・
16
日
木

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
半

場
所

や
ま
ゆ
り
館
ほ
か

申
込
期
間

8
月
25
日
月
～
9
月
8
日
月

問 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
結
婚
相
談
会

日
時

8
月
31
日
日
午
後
1
時
～
4
時

場
所

石
岡
市
東
地
区
公
民
館（
石
岡
市
）

持
参
品

写
真
、
身
上
書

問 

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地
域
活
動
協
議
会

☎ 

０
２
９
９
（
２
３
）
３
８
２
９

講座内容や受講料、

持参品など詳細に

書かれています。

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権

侵
害
に
つ
い
て
の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
・
法

務
局
職
員
が
電
話
で
応
じ
ま
す
。

❶
日
時

9
月
8
日
月
～
12
日
金

午
前
8
時
半
～
午
後
7
時

❷
日
時

9
月
13
日
土
・
14
日
日

午
前
10
時
～
午
後
5
時

電
話
番
号

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

問 

水
戸
地
方
法
務
局☎ 

０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
９

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０

被
害
の
未
然
防
止
や
生
活
の
安
全
に
関
す
る

不
安
・
悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
え
ま
す
。

日
時

平
日
月
～
金

午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分

電
話
番
号

＃
９
１
１
０

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
等
詐
欺
、
金
融
商

品
取
引
を
装
う
詐
欺
な
ど
に
関
す
る
相
談
や
情

報
提
供
を
24
時
間
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号

０
２
９
（
３
０
１
）
０
０
７
４

問 

土
浦
警
察
署 

☎ 

０
２
９
（
８
２
１
）
０
１
１
０

自
衛
官
等
募
集

❶
種
目

�

航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生

資
格

�[

航
空
学
生]

高
等
学
校
卒
業
者（
見

込
み
含
む
）で
21
歳
未
満[

一
般
曹
候

補
生]

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
限

9
月
9
日
火

❷
種
目

�

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
医
学
科
・
看
護
学
科
学
生

資
格

�

高
等
学
校
卒
業
者（
見
込
み
含
む
）で

21
歳
未
満

受
付
期
間

9
月
5
日
金
～
30
日
火

問 

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

☎ 

０
２
９
（
８
２
１
）
６
９
８
６

個
人
展
示
に
よ
る
美
術
作
品
募
集

11
月
3
日
に
第
1
常
陸
野
公
園
で
開
催
さ
れ

る「
か
す
み
が
う
ら
祭
」で
、
個
人
展
示
に
よ
る

美
術
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限

9
月
26
日
金

問 

観
光
商
工
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

毎
日
多
く
の
尊
い
命
が
献
血
に
よ
り
救
わ
れ

て
い
ま
す
。
献
血
は
身
近
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

9
月
5
日
金
午
前
10
時
～
11
時
45
分

午
後
1
時
～
4
時

場
所

千
代
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
千
代
田
地

区
と
霞
ヶ
浦
地
区
に
分
け
て
運
行
し
、
各
地
区

内
の「
自
宅
前
⇆
指
定
乗
降
箇
所
」「
指
定
乗

降
箇
所
⇆
指
定
乗
降
箇
所
」で
利
用
で
き
ま
す
。

事
前
登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
登

録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

期
日

10
月
5
日
日
・
26
日
日
・
11
月
15
日
土
・

16
日
日
・
12
月
14
日
日
・
1
月
11
日
日
・

25
日
日

場
所

大
子
町

受
講
料

1
万
円

空
の
日
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
４

日
時

9
月
20
日
土
午
前
9
時
～

場
所

茨
城
空
港（
小
美
玉
市
）

催
事

�

セ
ス
ナ
機
遊
覧
飛
行
、
エ
プ
ロ
ン
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー
ほ
か

㊟�

セ
ス
ナ
機
遊
覧
飛
行
、
エ
プ
ロ
ン
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

茨
城
空
港
利
用
促
進
等
協
議
会

☎ 

０
２
９
９
（
５
４
）
０
６
０
０

敬
老
祝
金
の
支
給

敬
老
の
意
を
表
し
、
ご
長
寿
を
祝
福
し
ま
す
。

問 
森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
茨
城

☎ 

０
２
９
（
２
７
４
）
５
２
８
７

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

期
日

10
月
8
日
水

場
所

か
す
み
が
う
ら
Ｏ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

参
加
費

1
万
2
千
円（
当
日
納
め
て
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法

�

�9
月
13
日
土
ま
で
に
、
生
涯
学
習

課（
あ
じ
さ
い
館
）・
中
央
出
張
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

市
ゴ
ル
フ
連
盟
☎ 

０
２
９
９
（
５
９
）
４
５
６
７

10かすみがうら

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
予

約
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
利
用

は
、
希
望
日
の

2
週
間
前
か
ら

予
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

料
金

[

一
般]

4
百
円

�[

65
歳
以
上
・
障
害
者（
介
添
者
）・

高
校
生
以
下]

2
百
円

㊟
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
秘
書
課（
千
代
田
庁
舎
）

対
象
者
・
支
給
額�

[

77
歳]

7
千
円	

[

88
歳]

1
万
5
千
円

[

99
歳]

2
万
5
千
円	[

百
歳]

3
万
円

㊟�

対
象
者
に
は
、
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

問 

健
康
長
寿
課（
千
代
田
庁
舎
）

↑ゴルフを通じて、 体力向上と市民相

互の親睦を図りましょう。

▼広報誌へのご意見をお寄せください ▼メール・ハガキ・電話などいずれの方法でも結構です ▼広報かすみがうらは、 市HPで掲載しているほか、 市内公共施設やコンビニ、 金融機関などにも設置しています（一部コンビニ除く）
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Ｔ

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

М

「社会を明るくする運動」街頭キャンペーン

ovement which makes society bright

か
す
み
が
う
ら
市
の
日

鹿島アントラーズフレンドリータウンデイズ

　

社　
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
千
代
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

内
で
行
わ
れ
、
保
護
司
会
や
市

更
生
保
護
女
性
の
会
が
、
買
い

物
客
ら
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

配
付
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
取
り
組

み
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

問 

社
会
福
祉
課（
千
代
田
庁
舎
）

日時 ▼ 8 月30日土 18:30 キックオフ（ＦＣ東京戦）

場所 ▼県立鹿島サッカースタジアム（鹿嶋市）

▼ �現在、 市内在住・在勤・在学の方に優待価格（一般 1,000

円、 小中学生・ 65 歳以上は無料）で、 観戦できる優待

券を配布しています。

配布場所 ▼ �市役所、 あじさい館、 中央出張所ほか

㊟�試合当日は、 優待券と身分証明書を持参し、

3 ゲート横の赤い特設テントへお越しください。

問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

ま
ち
の
笑
顔
の
立
役
者

「花のボランティア」募集「特定健診」 「がん検診」が始まっています

Ｓ
健 

診
で
い
ろ
い
ろ
な
検
査

を
行
う
こ
と
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
の
健
康

状
態
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を

持
ち
、
健
康
管
理
を
続
け
る
た

め
に
、
健
診
を
上
手
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。
地
区
健
診
の
日

時
や
会
場
、受
診
方
法
な
ど
は
、

3
月
に
配
布
し
た「
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

he day of Kasumigaura city

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

健
診
を
上
手
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

pecific health checkup 

Information＆News
お知らせと情報

自分自身の健康のために、 毎年必ず受診しましょう。

試合開始前には、 梨の試食会なども行われます

国民年金ニュース

国民年金

任意加入制度
問 国保年金課（千代田庁舎）

６０歳までに老齢基礎年金の受給資格

期間（25年）を満たしていない方や４０

年の納付済期間がないため老齢基礎

年金を満額受給できない方で、 厚生

年金・共済年金に加入していないとき

は、 ６０歳以降（申し出された月以降）

でも任意加入することができます。

㊟�さかのぼっての加入や老齢基礎年

金の繰り上げ支給を受けている方

は、 加入できません。

[ 対象者 ]

�60歳から 65歳未満の方で、 受給資

格期間を満たしていない方

㊟ �65歳以上でも受給資格期間を満た

していない方は70歳まで加入可能。

[ 納付方法 ]

口座振替が原則となります

[ 申請方法 ]

❶年金手帳❷印鑑❸口座番号の分

かるもの❹通帳の届出印を持参し、 国

保年金課（千代田庁舎）、 霞ヶ浦窓口

センター（霞ヶ浦庁舎）、 中央出張所

で申請してください。

㊟�婚姻期間や共済期間の分かるもの

が必要となる場合があります。

[ 注意事項 ]

申し出は、 ６０歳の誕生日を過ぎてから

になります。 そのほか、 制度について

の詳しい内容は、 国保年金課（千代田

庁舎）へお問い合わせください。

60 歳

からの

Ｌeading player of a smiling face 

Ａ
ＮInformation NewsNews

Ｄ
＆

税 金

滞 納
公　売とは、 税などの滞納者から差押えた財産を入札

などの方法で売却することです。 市税などの滞納

抑制と税収確保のため、 滞納者から差押えた不動産を公

売します。 問 納税推進課（千代田庁舎）

日時 ▼10月2日木 [ 受付開始 ]12:50

場所 ▼千代田庁舎防災センター

[ 公売物件 ] ㊟所在はすべて市内

所在／地積／見積価額／公売保証金の順

❶中佐谷字中佐谷１３２７番／ 3,594 ㎡／１２９万円／13 万円

❷中佐谷字潜り１８７番 1 ／５２２㎡／ 7 万円／1 万円

❸中佐谷字潜り２５１番／1,177 ㎡／ 22 万円／ 3 万円

❹中佐谷字潜り３０４番／３２５㎡／７万円／1 万円

❺上佐谷字四万木９９５番 3 ほか／ 791 ㎡／18 万円／ 2 万円

❻中佐谷字中佐谷１４３４番／1,460 ㎡／ 43 万円／ 5 万円

❼中佐谷字桜下２０８番 1 ／ 762 ㎡／12 万円／ 2 万円

❽中佐谷字潜り２８８番／ 606 ㎡／12 万円／ 2 万円

❾下土田字六反田１７１８番／1,379 ㎡／ 42 万円／ 5 万円

㊟�上記❶～❾は、 農地のため、 公売に参加するためには、

農業委員会が発行する「買受適格証明書」が必要となり

ます。 9 月10日水までに農業委員会（霞ヶ浦庁舎）へ申

請してください。

納税推進課（千代田庁舎） Tax information

市　緑化推進協議会は、 明るく住みよいまちづ

くりをモットーに、 花の植栽事業を行い、 地

域のボランティアを支えています。 8 月3日、 花壇

の除草作業を行い、 ボランティア間の交流を図りま

した。 「花のボランティア」として、 活動したい方は

環境保全課（霞ヶ浦庁舎）へお問い合わせください。

問 環境保全課（霞ヶ浦庁舎）

C h e c k !

郷土の美しい自然を守る活動をしています

差
押
え
た
財
産
の
公
売茨城租税債権管理機構では、 定期的に不動産公売を実

施しています。 どなたでも公売に参加できますので、 お気

軽にご参加ください。

日時 ▼ 9月2日火 [ 受付開始 ]12:50　　　
場所 ▼水戸合同庁舎（水戸市）

[ 公売物件 ] ㊟所在は市内

[ 土地 ] 下稲吉字西宿1362 番（宅地）

[ 建物 ] 下稲吉字西宿1362 番地（居宅・ 物置）

見積価格 605 万円（公売保証金 61 万円）

問 茨城租税債権管理機構 ☎ 029-225-1221

有料広告欄 有料広告欄有料広告欄 有料広告欄



【　9月　】参加費 ▼各日200 円／中学生以下100 円

▼ �施設休館日は、 クラブもお休みです

◦ なかよしスポーツクラブ 問 大和 ☎ 090-2417-8502

◉スポーツ広場 ▼毎週日 9:30 Ｂ＆Ｇ◉テニス ▼毎週日
9:00・ 毎週金19:00 第1常陸野◉ピンポン ▼ 毎週土
12:30・ 毎週木19:00・ 毎週火13:00B&G◉太極拳 ▼毎

週水19:30 プルミエール②◉フットサル ▼毎週日15:00 わ

かぐり運動公園／毎週水金19:00B&G◉よさこいソーラ

ン ▼毎週日10:30 Ｂ＆Ｇ◉軽音楽 ▼毎週日 9:30B&G◉社

交ダンス ▼毎週木日13:00 千代公◉ウオーキング ▼ 24

日水 9:30 つくば古道◉かけっこ ▼毎週日 9:30B&G◉こ

どもひろば ▼ 13 日土 9:00B&G◉ユニカール ▼ 27 日土
13:00B&G◉グラウンドゴルフ ▼毎週水10:00 第1常陸野

◦ エンジョイスポーツクラブ 問 高田 ☎ 090-2420-7846

◉スポーツ吹き矢［初回 500 円］ ▼第 2.3.4木19:30 あじさ

い館◉ソフトバレーボール ・ 卓球 ▼毎週火 20:00 体育セ

ンター◉グラウンドゴルフ ▼毎週火 9:00 あじさい館◉弓

道［要予約］ ▼毎週日13:30 多目的◉ターゲットバードゴル

フ ▼第1.3金 9:00 あじさい館

◦ 9 月 1日月こころの相談 [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:30

◦ 9 月 4 日木 .11日木 .25日木にこにこ教室 [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ]10:00

◦ 9 月 9日火 3 歳児健診（H23.5 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 9月10日水 .20日土家族一緒のマタニティ教室［要予約］

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］ 9:30

◦ 9 月12日金 1 歳 6 カ月児健診（H25.2 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 9 月16日火めだか教室（H25.8.9 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 9 月22日月育児相談（乳幼児） [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］ 9:30

◦ 9 月22日月きらきら輝くための健康相談［要予約］

［　場所　] 霞ヶ浦保健センター　[　受付　]13:00

◦ 9 月25日木 4 カ月児健診（H26.5 月生）

［　場所　] 霞ヶ浦保健センター　[　受付　]13:00

◦ 読み聞かせ会・お話会　問 図書館　☎ 029-897-0647

［読み聞かせ会］ ９月 2日火16:30 稲吉児童館／11日木
15:00 新治児童館／16日火16:30 大塚児童館

［お話会］ ９月13日土14:00 あじさい館

◦ おもちゃ図書館 問 社会福祉協議会 ☎ 029-898-2527

毎週木 9:30 やまゆり館

◦ 雪入ふれあいの里公園 [ 要予約 ] ☎ 0299-59-7000

9 月6日土雪入探検隊 Jr ／ 21日日雪入探検隊

▼参加費や時間などは予約時にご確認ください。

◦ ウオーキング[要予約]問 霞ヶ浦保健センター☎029-898-2312

9月26日金9:30 千代田保健センター⇋わかぐり運動公園

◦ 消費生活相談 問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

［ 場所 ］平日月火木金 ▼霞ヶ浦庁舎

平日水金 ▼勤労青少年ホーム

［ 時間 ］ 9:00 ～12:00 ／13:00 ～16:00

◦ 法律相談 [ 要予約 ] 問 社会福祉課（千代田庁舎）

▼同じ方からの同一内容の相談は年度内１回限り

　［ 予約受付日 ］ 9 月1日月 8:30 ～

9 月１ １日木13:00 働く女性の家

9 月 25日木13:00 あじさい館

◦ 心配ごと相談 問 社会福祉協議会 ☎ 029-898-2527

9 月10 日水13:30 働く女性の家

9 月24日水13:30 あじさい館

◦ 子育て相談室 [ 要予約] 問 やまゆり館 ☎029-832-5601

［ 予約受付日 ］ 9 月1日月 9:00 ～

9 月11日木・25日木 9:00 ／14:00 やまゆり館

● 教育相談 [ 要予約 ] 問 学校教育課（霞ヶ浦庁舎）

9 月1日月 .10日水13:00 霞ヶ浦庁舎

◦ 農地相談 [ 要予約 ] 問 農業委員会（霞ヶ浦庁舎）

9 月26日金 9:00 霞ヶ浦庁舎

かすみがうら市の人口

◉ 人 口	 43,672 人	 [ 前月比－ 35 人 ]

◉ 男 性		  22,216 人	 [ 前月比－12 人　]

◉ 女 性		  21,456 人	 [ 前月比ー 23 人 ]

◉ 世 帯		  16,794 世帯	 [ 前月比＋ 1 世帯 ]

▼ H26.8.1 現在（住民基本台帳人口）

Population

　 保健カレンダー
9 月1日月から 30日火までの健康カレンダー

忘れないで、

受けまし
ょう

。

Please participate

　　9月☆みんなであそぼう

遊びに来てね！

Kasumigaura sport culture 

9月各種相談日

時間は、 すべて10:00 から。

対象 ・ 持ち物は、 予約時にご確認ください。

◦ ファーストサイン [ 10 組／ 200 円 ]

▼赤ちゃんと手の動きでコミュニケーション !

9 月10 日水やまゆり館 ［ 予約受付日 ］ 8 月 27 日水～

◦ リラクゼーションマッサージ＆カフェ [ 5 組／ 200 円 ]

▼アロマの香りの空間でマッサージ体験

9 月 26 日金やまゆり館 ［ 予約受付日 ］ 9 月12 日金～

問 やまゆり館 ☎ 029-832-5601

[ 医療機関案内 ]

休日や夜間に救急対応している医療機関をお探しのと

きは、 お問い合わせください。 オペレーターが、 お近く

の医療機関（歯科を除く）を 24 時間体制で案内します。

［ 電話番号 ］ 029-241-4199

［ HP ］ http://www.qq.pref.ibaraki.jp

▼『茨城県救急医療情報システム』で検索

▼ �二次元バーコード対応の携帯電話で

あれば、 ㊨二次元バーコードを読み取

るだけで URL が表示されます。

救急医療情報mergency careE

Information＆Calendar

防災行政無線Telephone  service

防災行政無線で放送した内容が聞き取れなかった

り、 もう1度聞きたい場合に、 24 時間、 電話で確認

できるテレホンサービスを行っています（通話料無料）。

［ 電話番号 ］ 0800-800-3674

9 月の納期限Tax payment

税は福祉や教育、まちづくりなど暮らしを支える大切

な財源です。納期限内納税にご協力をお願いします。

◉ 固定資産税	 ［ 3 期 ］ 

◉ 国民健康保険税	 ［ 4 期 ]

◉ 後期高齢者医療保険料	［ 3 期 ]

▼ 9 月 30 日火が納期限です

◦

かすみがうら15 14かすみがうら☆☆☆有料広告を募集中／情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）☆☆☆

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111 お知らせとカレンダー

問 霞ヶ浦保健センター ☎ 029-898-2312

大腸がん検診を受けましょう
対象者 ▼ 40 歳以上（S50.3.31 以前生まれ）の方

容器配布場所 ▼中央出張所、 健康長寿課（千代田庁舎）

霞ヶ浦保健センター

検体提出日・ 場所 ▼時間はお問い合わせください

9 月1日月  健康長寿課（千代田庁舎）

9 月 2 日火 .24 日水 .12 月15日月  霞ヶ浦保健センター

11月11日火  働く女性の家

検査料金 ▼ 500 円（提出時に納めてください）

▼検体容器を配布しています

有料広告欄 有料広告欄 有料広告欄
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》 写真で振り返る合併 10 年

「成沢の桜」で知られる雪入に、 林

道三ツ石線が開通し、 三ツ石森林

公園と雪入ふれあいの里公園の両

施設間を一度山を降りなくても行き来

することができるようになりました。 4月上

旬には、 林道の両側から雪入山の

山桜が見え隠れし、 新たな桜の名所

となりました [広報かすみがうら№26]。

開通により山桜の隠れ名所に

［平成19年5月］

かすみがうら17 16かすみがうら

▼
投
稿
作
品（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

9
月
5
日
金
ま
で
に
情
報
広
報
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）へ
お
願
い
し
ま
す

出
島
短
歌
会

老
ひ
て
知
る
思
ひ
の
ま
ま
に
出
来
ぬ
身
が
嫁
や
孫
の
手
に
た
だ
あ
ま
い
る
の
み	

小

室

貞

江

桜
咲
き
葉
を
待
た
ず
し
て
散
り
て
ゆ
く
花
は
葉
を
み
ず
葉
は
花
を
見
ず	

名

倉

子

筑
波
嶺
の
か
げ
り
ゆ
く
と
き
葦
原
の
青
き
ひ
ろ
が
り
狭
沼
を
つつむ	

岡

田

恭

子

息
抜
き
の
韓
流
ド
ラ
マ
あ
ら
す
じ
の一
コ
マ
ご
と
に
胸
と
き
め
か
す	

浜

田

留

子

祝
賀
会
の
柳
ひ
と
も
と
地
に
挿
せ
ば
新
芽
の
ほ
き
て
風
に
揺
れ
い
る	

飯
島

ヒ
ロ
エ

青見

第4代かすみがうら市長

坪井 透 [ ６４歳 ]

昭和25年2月7日下稲吉生まれ

[座右の眼 ]飲水思源（いんすいしげん）

物事の基本を忘れない、

他人から受けた恩を忘れてはいけない、 の意

[趣味 ]農作業など自然や土にふれること

[家族 ]妻と長男家族の7人家族

↑初登庁の日、庁舎前で花束を受ける坪井市長。 集まった職

員の前で「躍動する市政を目指しましょう」とあいさつしました。

↑部課長職員への市長訓示。 「皆さん、 一丸となって

『新しいかすみがうら市』をつくりましょう」と述べました。
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▼かすみがうら市長選挙
各候補者得票数

当 坪井とおる 11,273票

みやじま光昭 10,076票
▼かすみがうら市議会議員補欠選挙

各候補者得票数

当 来栖じょうじ 8,900票

貝塚光章 3,865票

当 小倉ひろし 6,484票

㊟届出順

問 選挙管理委員会

任　期満了に伴うかすみがうら市

長選挙が7月13日に投開

票され、 坪井透氏が当選しました。当

日の有権者数は、 34,857人で、 投

票者は21,719人。 投票率は前回の

67.81%を5.5%下回る62.31%でした。

また、 かすみがうら市議会議員補欠選

挙も同日に投開票され、来栖丈治氏と

小倉博氏が当選しました。



My Town Topics

楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）

今月のスマイル

まちのわだい

かすみがうら19 18かすみがうら

6 月 25日から 27 日まで、 志筑小学校（神田浩平校長・

児童 85 人）の４年生が志筑藩主ゆかりの地、 秋田県美郷

町を訪れました。 この事業は、 旧千畑町（現美郷町）を治め

た本堂公が、 旧千代田町に国替えとなったことが縁で、 平

成 15 年度から交流が始まったものです。 児童たちは、 本

堂城跡の史跡見学や昔語りの聞くなどして交流しました。

志 志筑小児童が秋田県美郷町と交流

筑藩主ゆかりの地を訪ねて

↑地元の方にきりたんぽの作り方を教わり、 児童たちも作りました

↓子どもと高齢者の交通事故防止を重点的に意識高揚を図りました

あ 夏の交通事故間防止県民運動

ぶないよ よそみ いねむり けいたいでんわ

↓ホームベースに滑り込む、 東風高校の選手

僕 夏の全国高校野球選手権茨城大会

らの熱い夏～最後の夏～

夏の甲子園を目指す第96回全国高等学校野球選手権

茨城大会に市内の東風高校（中田英雄校長）が出場しま

した。 7 月 6 日、 1回戦が行われ鹿島高校と対戦し、 点

数を取られては追いつく試合展開。 延長までもつれた激

戦の末、 惜しくも 5-6 で敗戦となりました。 今後も練習

をみんなで乗り越え、 次大会へ向けて頑張ってください。

レ キッズダンス講座

ッツ！ダンス！！inあじさい館

6 月 7 日から 8 月 2 日の 5 回にわたり、あじさい館でキッ

ズダンス講座が行われ、 15 人が参加しました。 講座では、

基本のリズム取りや簡単なステップを学び、 5 回のレッスンで

1曲の振り付けをマスターしました。 音楽に合わせて元気いっ

ぱい体を動かすことで、 初めはこわばった表情をしていた子

どもらも、 回を追うごとに自然と笑みがこぼれていました。

↑学んだことの成果を保護者の前で披露する子どもたち

↓今回はペットボトルを浮き具で使用しました（新治小学校：７月１４日撮影）

自 体験から学ぶ「水辺の安全教室」

分の命、仲間の命を守るために

7 月 28 日、 「いばらき総文２０１４」新聞部の高校生らが

れんこんと漁業の取材で郷土資料館を訪れました。 帆引

き船や農機具を見学後、 歩崎ビジターセンターでれんこ

ん農家と漁師の方々に取材を行いました。 両分野の方々

から現状などの説明後、 質疑応答が行われ、 高校生記

者からは後継者問題などさまざまな質問がありました。

新 第38回全国高等学校総合文化祭

らしい文化の創造にチャレンジ

↑高校生の質問に熱心に答える漁師の方々

浴 七夕祭り

衣姿で願いごとを

7 月 3 日、 やまゆり館で七夕祭りが

行われ、 127 組の親子が参加しました。

屋外では、 ボランティアによる模擬店が

出店され、 参加した親子はかき氷やヨー

ヨー釣り、 わたあめなどを楽しみました。

館内では、 ２組のお笑い芸人による爆笑

ライブがあり、 大人も子どもも一緒に楽

しむことのできたイベントになりました。

いお笑い芸人によるバルーンアートに子どもたちも大はしゃぎろ市内産の甘くておいし

いブルーベリーを食べる子どもたちはママにたかいたかいをしてもらって喜ぶ男の子

にヨーヨーの魚を釣りあげ喜ぶ男の子ほボランティアの方とシャボン玉を楽しむ女の子

い

ろは

に

ほ

7 月14 日から 3 回にわたり、 B&G 海洋教育事業、 体

験から学ぶ「水辺の安全教室」が新治小学校と美並小

学校で行われました。 教室では、 自分が水に落ちてし

まった場合の対処法として着衣泳と身の回りにあるもの

を「浮き具」として使う方法を体験しました。 今回の体験

を生かし、 万が一のときにも、 冷静に行動してください。

7 月18日、 夏の交通事故防止県民運動に先立ち、 市

で活動する土浦地区交通安全協会や交通安全母の会、交

通安全指導隊、 女性ドライバー友の会が参加し、 街頭で

交通事故啓発活動が行われました。 セイミヤかすみがうら

店での開会セレモニーでは、 あゆみ太鼓による和太鼓の披

露があり、 買い物に訪れた人も足を止め見入っていました。



水
戸
藩
天
狗
党
と
新
選
組
高
台
寺

―
誠
の
道
を
貫
い
た
志
士
た
ち
―

8月2日土  ～ 11月3日月
テーマ

水戸学から立ち上がった志士達の行動

平 成 26年（2014）から150年前の元治元年（1864）は、かすみがうら市出身の郷士 竹

内百太郎が、水戸藩士藤田小四郎らと共に、水戸藩天狗党として尊王攘夷の決

行を促すために筑波山に挙兵した年でした。一方で、水戸藩の影響を受けた、かすみが

うら市志筑出身の伊東甲子太郎が、新選組へ入隊した年でもありました。志士たちは、

国難に陥る日本を憂い、日本の本来の姿、あるべき姿を考えて新たな国づくりのために

立ち上がったのです。清冽なる志を貫き、わが身の犠牲を払って新生日本へ導いた功績

は、現代人の我々が日本の将来を考える上での教訓となるのではないでしょうか。

新選組参謀
伊東甲子太郎
入隊 150周年

天狗党総裁
竹内百太郎

筑波山挙兵150周年

問郷土資料館☎ 029-896-0017

特 展別

第 1部「内憂外患の世相

と水戸学の隆盛」に続き、

第2部が開催されます！

広報誌は環境にやさしい

大豆油インキを使用しています。
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